
に
書
い
て
い
る
。

「
中
世
か
ら
近
世
初
期
に
か
け
、
主

に
会
津
で
宗
教
活
動
を
し
て
い
た

「
太
子
守
」（
タ
イ
シ
モ
リ
、
ま
た
は

タ
イ
シ
マ
モ
リ
）
の
一
派
が
い
た
。

「
太
子
守
」
は
、
そ
の
名
の
通
り
聖

徳
太
子
を
守
護
す
る
宗
教
者
に
対
し

て
名
付
け
ら
れ
た
も
の
で
、
こ
の
よ

う
な
一
派
を
「
太
子
守
宗
」
と
俗
称

し
て
い
る
。
彼
ら
は
無
本
寺
で
あ
っ

た
た
め
、
会
津
藩
の
宗
教
統
制
、
と

り
わ
け
本
末
改
め
に
よ
っ
て
事
実
上

消
滅
さ
せ
ら
れ
た
か
ら
、
ど
の
よ
う

な
宗
教
で
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し

て
い
た
の
か
の
詳
細
は
つ
か
み
が
た

い
」（
註
二
）。

　

  

黒　

沢

明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
四
月　

伊
藤
次
平
が
建
て
た
石
像
を
見
た
。

緑
色
凝
灰
岩
製
で
高
郷
・
西
会
津
等

に
産
す
る
も
の
に
似
て
い
る
。
石
材

が
ど
の
よ
う
に
輸
送
さ
れ
た
の
か
話

題
に
な
っ
た
。

　

  

砂
子
原

集
落
内
に
数
箇
所
、
大
き
な
水
槽

が
あ
る
。
熊
野
神
社
参
道
脇
の
も
の

は
新
造
さ
れ
た
も
の
。
明
治
四
十
四

年（
一
九
一
一
）四
月
に
大
火
が
あ
っ

た
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
の
か
ど
う

か
、
今
後
調
査
を
進
め
た
い
。
集
落

内
居
住
面
に
水
田
を
持
つ
こ
と
か
ら

冷
水
を
滞
水
さ
せ
る
た
め
の
装
置
を

兼
ね
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る
と
赤

坂
さ
ん
。
山
形
県
内
で
、
水
を
温
め

る
た
め
の
同
様
の
仕
組
み
を
見
た
と

い
う
。

　

  

胄　

中

夏
に
舘
沢
の
鬼
渡
様
の
木
の
鳥
居

が
朽
ち
倒
れ
、
大
成
沢
の
鈴
木
工

匠
（
工
房
は
黒
沢
に
あ
る
）
が
製

作
し
た
鳥
居
を
、
地

区
役
員
の
五
名
に
よ

り
九
月
一
九
日
に
再

建
し
て
い
る
。
九
月

二
十
七
日
の
三
島
神

社
祭
礼
で
鬼
渡
様
も

遙
拝
し
た
。
三
島
神
社
は
『
新
記
』

で
は「
大
沼
荘
神
山
村
赤
木
大
明
神
、

天
文
七
戌
卯
月
日
（
一
五
三
八
）、

平
盛
幸
と
彫
付
」
の
あ
る
径
五
寸
の

鰐
口
（
わ
に
ぐ
ち
）
が
あ
り
、
石
鳥

居
が
あ
る
と
記
載
（
註
三
）。

村
歩
き
で
は
、
集
落
南
方
台
地
に

並
び
立
つ
「
風
の
三
郎
様
」「
山
の
神

様
」
の
石
祠
を
見
た
。
風
神
と
思
わ

れ
る
神
は
当
地
で
は
初
見
で
あ
る
。

註�

一
）
赤
坂
憲
雄
『
山
野
河
海
ま
ん
だ
ら
』

（
筑
摩
書
房
・
一
九
九
九
年
）
に
「
川
ま

つ
り
・
山
形
県
戸
沢
村
金
打
坊
「
タ
イ
シ

番
」」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

註�

二
）
藤
田
定
興
「
会
津
藩
に
お
け
る
仏

教
統
制
の
確
立
」『
歴
史
資
料
館
研
究
紀

要
』
第
三
号
（
福
島
県
歴
史
資
料
館
、

一
九
八
三
年
。

註�

三
）
神
山
村
は
文
亀
元
年
（
一
五
〇
一
）

の
「
山
内
家
文
書
」
に
も
「
大
沼
之
郡
神

山
」「
屋
き
沢
」「
大
谷
」
と
あ
る
。『
中

世
の
奥
会
津
』（
南
会
津
教
育
委
員
会
、

二
〇
二
〇
年
）
一
五
八
頁
。文

・
菅
家
博
昭

写
真
・
菅
　
敬
浩

胄中

左：風の三郎様　右：山の神様

熊野神社


